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史
料
館
蔵
津
軽
家
文
書

｢青
森
勤
番
並
同
所
御
蔵
廻
御
締
方
見
聞
言
上
書
｣
に
つ
い
て

工

藤

大

輔

は
じ
め
に

史
料
館
蔵
津
軽
家
文
書
の
中
に

｢青
森
勤
番
並
同
所
御
蔵
廻
御
締
方
見
聞
言
上

書
｣
(以
下
'
｢言
上
書
｣
と
す
る
)
と
い
う
史
料
が
あ
る
｡
こ
の
史
料
は
文
政
四
年

(
l
八
二

一
)
に
発
覚
し
た

｢相
馬
大
作
事
件
｣
の
密
告
者
で
あ
る
嘉
兵
衛
の
出
訴

を
き

っ
か
け
と
し
て
､
野
内
関
所
を
通
行
し
て
津
軽
領
内
に
入
れ
込
ん
で
き
た
南
部

者
に
関
し
て
青
森
勤
番

･
同
所
御
蔵
廻
御
締
方
見
聞
御
用
の
た
め
に
青
森
に
居
た
早

道
工
藤
千
蔵
と
高
木
半
右
衛
門
に
よ
る
弘
前
藩
家
老

へ
の
報
告
書
で
あ
る
｡

以
下
に
､
｢言
上
書
｣
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
'
若
干
の
検
討
を
お
こ
な
い
た
い

と
田
･j
Aつ
｡

l

｢言
上
書
｣
の
紹
介

(=･..)統
l

｢

文
政
四
辛
巳
年
五
月
三
日

｣

(裏
書
)

｢

上

｣
謹
而
奉
言
上
仕
候
御
事

私
共
青
森
勤
番
井
同
所
御
蔵
廻
御
締
方
見
聞
御
用
被
仰
付
相
勤
罷
有
候
処
､

於
同
所

二
色
々
取
沙
汰
御
座
候

二
付
'
私
共
申
合
見
聞
之
上
其
度
々
御
用
書

ヲ
以
御
家
老
中
江相
達
候
趣
左

二
奉
言
上
候
､

一
､
先
頃
於
平
内

二
仙
台
出
生
嘉
兵
衛
と
申
者
色

々
之
儀
ヲ
訴
訟
仕
候
由

二
付
'

弘
前
表
汀
御
引
上
ケ
被
仰
付
候
由
､
然
処
右
嘉
兵
衛
と
申
者
南
部
三
戸

二
暫

刀
鍛
冶
職
と
仕
罷
有
候
由
之
処
､
其
後
城
下
盛
岡
江
引
越
右
職
渡
世
之
処
'

元
来
右
嘉
兵
衛
儀
殊
之
外
好
智
之
者

二
而
右
職
分
之
者
共

二
被
相
拒
'
双
方

野
心
ヲ
挟
ミ
､
既
仲
間
内
よ
り
被
追
払
候
様
成
ル
仕
儀
合

二
相
成
'
他
領
者

丈
城
下

:
住
居
不
相
成
､
同
所
立
退
キ
候
者

二
御
座
候
由
'
然
処
外
商
売
方

と
違
ひ
家
士
出
入
も
仕
候
職
方
之
儀
'
左
候
得
者
南
部
家
中
者
勿
論
'
同
国

在
町
之
者
共
迄
常

々
此
方
様
御
儀
悪
さ
ま

こ
申
触
罷
有
候
処
よ
り
家
中
之
内

何
欺
唖

二
而
御
不
和
之
体
ヲ
承
り
､
此
度
自
分
身
之
置
所
無
之
､
内
心
色
々

取
巧
ミ
平
内
江
参
忠
功
之
体

二
中
上
､
弘
前

･
黒
石
辺

二
住
居
仕
度
存
念
之

処
よ
り
南
部
表

二
而
常

々
拙
合
之
処
江
枝
葉
ヲ
付
色
々
之
儀
ヲ
中
上
候
も
の

こ
も
御
座
候
哉
､
尤
右
嘉
兵
衛
と
申
者
前
書
之
通
殊
之
外
好
智
之
者

二
御
座

候
由
､
尚
又
南
部
表

二
而
此
方
様
悪
さ
ま

こ
申
触
候
儀
者
常
之
事

二
御
座
候

由
､
尤
右
等
之
儀
者
諸
人
推
慮
拙

二
御
座
候
哉
'
右
嘉
兵
衛
申
分
実
正
二
御

座
候
哉
､
虚
実
碇
々
相
分
不
申
候
得
共
､
密
々
専
之
風
聞

二
御
座
候
由
見
聞
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仕
候
御
事
､

7
㌧
右
見
聞
之
趣
四
月
廿
四
日
付
御
用
書
ヲ
以
御
家
老
中
江
相
達
申
候
御
事
'

一
､
南
部
五
戸
之
勘
助

･
兵
七
㌧
右
両
人
真
綿
弐
拾
両
代
計
持
参
､
四
月
十
九

日
野
内

口
よ
り
入
来
'
青
森
諏
訪
宮
社
司
方
は
止
宿
仕
侯
処
'
翌
日
よ
り
同

所
見
世
方
Li真
綿
売
渡
候
由
之
処
､
両
人
共
斤
量
之
目
ヲ

1
切
不
知
体
､
尤

当
時
相
場
よ
り
過
分
下
直

二
而
若
不
筋
之
品

こ
も
御
座
候
哉
と
商
人
共
買
受

不
申
候
者
も
御
座
候
由
､
随
而
町
役
共

二
而
段
々
様
子
見
聞
仕
候
処
'
全
ク

以
真
綿
売
杯

二
者
無
御
座
､
何
分
間
者
之
様
子

二
相
見
得
申
候
由
'
尚
又
右

之
者
共
弘
前
表
江
罷
上
り
候
由
同
所
町
役
共
よ
り
内
意
申
出
候
御
事
'

一
㌧
右
見
聞
之
趣
四
月
廿
四
日
付
御
用
書
ヲ
以
御
家
老
中
に
相
達
申
候
御
事
'

一
㌧
昨
廿
四
日
付
御
用
書
ヲ
以
奉
申
上
候
'
青
森
よ
り
弘
前
江
参
候
南
部
之
真

綿
売
五
戸
之
勘
助

･
兵
七
と
申
名
前

二
而
'
去
ル
十
九
日
野
内
口
よ
り
入
来
'

同
廿
二
日
弘
前
表
江
参
候
由
'
尤
右
勘
助
と
申
者
南
部
八
戸
之
虚
山
と
申
薦

僧

二
而
'
兵
七
と
申
者
南
部
盛
岡
山
岸
町
関
兵
助
倖

二
而
同
国
家
中

二
相
違

無
御
座
候
由
'
尤
真
綿
弐
拾
両
代
計
持
参
青
森

二
而
九
両
代
計
売
払
'
残
り

弘
前
表
江
持
参
仕
候
由
同
所
町
役
共
よ
り
内
意
申
出
候
御
事
'

一
'
昨
廿
四
日
'
仙
台
水
沢
之
武
次
右
衛
門

･
万
右
衛
門

･
喜
七
､
右
三
人
野

内

口
よ
り
入
来
､
青
森
目
明
シ
千
吉
方
H-参
候
得
共
'
右
千
吉
と
申
者
逢
候

而
者
目
明
シ
仲
間
之
儀
何
被
頼
候
而
も
六
ケ
敷
相
成
候
由

二
付
'
此
節
弘
前

江
罷
越
留
主
之
旨
相
断
､
千
吉
家
内

二
而
同
所
米
町
若
狭
屋
要
右
衛
門
と
申

者
宿
ヲ
頼
止
宿
致
せ
置
候
得
共
'
如
何

こ
も
不
審
成
ル
様
子

二
付
同
所
町
奉

行
江内
意
訴
候
由
'
随
而
町
役
に被
申
付
内

々
見
聞
仕
候
由
'
然
処
右
武
次
右

衛
門
と
申
者
者
南
部
盛
岡
之
目
明
シ
'
万
右
衛
門
と
申
者
者
南
部
家
中

二
而

喜
七
と
申
者
者
右
万
右
衛
門
家
来

こ
も
可
有
之
由
､
右
何
れ
も
南
部
城
下
よ

り
参
候
者
共

二
相
違
無
御
座
候
由
'
然
者
何
用
事

二
而
参
候
哉
之
旨
町
役
共

二
而
無
何
と
相
尋
候
処
'
向
之
者
目
明
シ
千
吉
手
之
者
と
見
受
侯
哉
'
私
共

柏
尋
候
者
有
之
罷
越
候
'
南
部
よ
り
参
侯
と
申
候
而
者
故
障
之
筋
御
座
候
間
'

何
分
仙
台
水
沢
之
者
之
由

二
向

々
御
尋
等
も
御
座
候

ハ
1
御
唖
被
成
下
侯
様
､

尚
又
若
シ
ャ
今
十
助
様

･
山
田
左
九
郎
様
弘
前
表
よ
り
参
居
不
申
候
故
之
旨

見
聞

二
参
候
町
役
は相
尋
候
由

二
付
'
近
頃
者

一
向
参
不
申
旨
吐
合
仕
置
候

由

二
付
段

々
様
子
見
聞
仕
候
処
'
何
分
用
向
間
者

二
無
相
違
相
見
得
候
由
'

然
共
右
之
者
弘
前
江
参
候
様
子
無
御
座
候
得
共
'
前
書
奉
申
上
候
真
綿
売
杯

も
南
部
江
罷
帰
り
候
由

二
而
出
切
手
紙
申
受
青
森
出
立
､
野
内

口
江者
参
不
申

弘
前
江
参
候
由

二
付
'
右
武
次
右
衛
門
手
三
人
共
ケ
様
之
術
テ

ニ
而
又
々
弘

前
江
参
候
も
難
計
候
由
'
左
も
無
御
座
候
得
者
'
青
森

二
止
宿
之
内
悪
者
共

ヲ
遣
ひ
弘
前
之
様
子
相
窺
候
儀
井
先

二
参
居
候
者
共
江
諸
事
通
達
仕
候
而
'

先
頃
平
内
よ
り
御
引
上
ケ
之
盗
取
候
手
段
等
取
巧
ミ
之
程
難
計
侯
由
同
所
町

役
共
内
評
之
由
内
意
申
出
候
､
尚
又
前
書
真
綿
売
井
此
節
青
森

二
止
宿
罷
有

候
南
部
盛
岡
之
目
明
シ
武
次
右
衛
門
井
万
右
衛
門

･
嘉
七
㌧
右
三
人
も
何
分

間
者

l蒜
州相
違
相
見
得
申
候
間
'
右
之
趣
弘
前
表
江
も
罷
上
り
今
十
助
江
相

達
可
申
と
奉
存
候
'
尤
前
書
万
右
衛
門
儀
者
南
部
家
中

二
而
奥
通
り
之
役
柄

と
相
見
得
申
候
由
青
森
目
明
シ
千
吉
よ
り
内
意
申
出
候
､
尤
右
注
進
方
之
儀

二
付
千
吉
只
今
弘
前
H･参
候
由
共
申
出
候
御
事
'

一
㌧
右
見
聞
之
趣
四
月
廿
五
日
付
御
用
書
ヲ
以
御
家
老
中
江
相
達
申
候
御
事
t

l
t
南
部
表

二
而
何
故
之
儀

二
御
座
候
哉
､
此
方
様
江
御
敵
対
可
仕
之
手
配
密

々
専

二
御
座
候
由
色

々
之
風
聞
御
座
候

二
付
'
段
々
見
聞
仕
候
得
共
'
内
通
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リ
者
如
何

二
御
座
候
哉
､
表
向
者
曾
而
左
様
之
筋
無
御
座
候
由
､
尤
頃
日
青

森
問
屋
藤
林
源
右
衛
門
手
代
房
之
助
と
申
者
南
部
野
辺
地
飛
脚

二
参
候

二
付
､

右
之
者
呼
寄
せ
同
所
湊
口
船
々
入
津
商
売
方
井
南
部
廻
船
積
入
方
､
其
外
同

所
町
中
商
ひ
之
仕
様
､
尚
又
荷
物
駄
送
等
之
仕
振
迄
得
与
相
尋
候
処
､
常
体

二
別
而
相
替
儀
無
御
座
殊
之
外
穏

二
而
罷
有
候
由
､
尚
青
森
表

二
而
評
判
と

違
ひ
盛
岡
よ
り
野
辺
地
辺
迄
諸
役
人
下
り
方

一
切
無
御
座
､
随
而
同
国
馬
門

関
所
入
切
手
杯
者
去
々
年
頃
迄
御
当
国
之
者
松
前
者
之
由

二
相
断
通
路
仕
候

得
共
､
此
度
私
儀
も
松
前
者

二
相
断
候
処
､
同
所
問
屋
申
分

二
者
去
年
迄
盛

岡
よ
り
役
人
罷
下
り
居
候

二
付
厳
敷
仕
候
得
共
､
左
様

二
而
者
殊
之
外
不
弁

利

二
付
､
以
来
之
処
随
分
津
軽
衆

二
而
相
通
シ
候
､
依
而
貴
様
青
森
よ
り
参

候
間
､
青
森
者
と
相
断
不
苦
侯
旨

二
而
､
右
之
通
人
切
手
紙
申
受
出
入
仕
候

旨
前
書
房
之
助
申
出
候
､
尚
頃
日
青
森
米
町
弥
次
兵
衛
と
申
者
南
部
福
岡
江

用
事

二
而
罷
越
候
処
､
此
辺
連
も
前
書
同
様

二
而
別
而
相
替
儀
も
無
御
座
候

由
､
籾
又
近
頃
公
儀
御
役
人
御
通
行

二
付
､
右
諸
家
来
之
晒
合

二
者
南
部
領

吉
岡
と
申
所
先
頃
家
数
四

･
五
百
軒
程
焼
失
仕
候
由
､
其
外
城
下
よ
り
通
り

筋
別
而
相
替
儀
無
御
座
候
由
､
左
候
得
者
南
部
国
中
何
之
相
替
儀
無
御
座
穏

二
而
罷
有
候
様
子
二
相
聞
得
申
侯
御
事
､

(俳
､以
下
同
)

一
､

一
昨
廿
六
日
､
又

俳々

譜

師

両

人
南
部
よ
り
入
来
､
青
森

二
而
逗
留
仕
罷

有
候
､
然
処
弥
俳
譜
師

二
御
座
候
得
者
､
日
本
中
何
方
よ
り
参
候
而
も
同
所

排
語
之
者
共
ヲ
相
尋
参
可
中
之
処
､
前
書
両
人
無
其
儀
追

々
弘
前
H･罷
上
り

候
趣

二
御
座
候
間
､
青
森
町
重
立
共
井
町
役
共
得
与
様
子
相
窺
候
由
之
処
､

別
而
右
様
之
者

こ
も
無
御
座
､
尚
用
事
向
も
相
知
れ
不
申
､
尤
南
部
盛
岡
侍

二
無
紛
レ
相
見
得
候
由
､
左
候
得
者
是
も
決
而
間
者
之
様
子
二
相
見
得
候
由

ニ
付
､
先
達
而
平
内
よ
り
引
上
ケ
相
成
候
刀
鍛
冶
此
節
右
番
人
等
御
厳
重

二

被
仰
付
､
御
用
心
専

一
之
事

二
御
座
候
由
､
青
森
町
之
者
共
密

々
内
評

二
而

罷
有
侯
由
之
御
事
､

一
､
去
ル
廿
五
日
付
御
用
書
ヲ
以
奉
中
上
候
仙
台
御
領
水
沢
之
武
次
右
衛
門
と

申
者
､
南
部
盛
岡
之
目
明
シ
藤
田
武
右
衛
門
と
申
者

二
而
南
部
国
中

二
而
者

目
明
シ
之
頭
分

二
御
座
候
由

二
付
､
南
部
家

二
而
者
大
抵
重
キ
用
向

二
無
御

座
候
得
者
､
他
国
は
出
シ
不
申
候
由
青
森
目
明
シ
千
吉
申
分

二
御
座
候
､
左

候
得
者
南
部
国
中
前
書
之
通
穏

二
而
罷
有
候
得
者
､
先
達
而
平
内
よ
り
御
引

上
ケ
之
鍛
冶
色
々
之
儀
発
言
仕
､
弘
前
表
江御
引
上
ケ

ニ
相
成
候
儀
南
部
家
江

相
聞
得
候
処
よ
り
､
右
等
之
間
者
入
込
候
儀
と
取
沙
汰

二
御
座
候
､
尤
南
部

目
明
シ
同
道
三
人

二
而
青
森
江
参
候
節
､
同
所
之
目
明
シ
千
吉
井
弘
前
目
明

シ
今
十
助

･
山
田
左
九
郎
相
尋
参
候
､
其
上
追

々
弘
前
江
罷
上
り
可
中
之
模

様

二
而
罷
有
候
､
尤
今
十
助

･
山
田
左
九
郎
儀
者
全
ク
弘
前
之
御
家
中

二
者

無
之
､
隣
国
目
明
シ
仲
間
之
様

二
常

二
偽
り
置
候
由
之
御
事
､

一
､
日
明
シ
仲
間
之
儀
者
何
国
之
目
明
シ
ニ
而
も
其
仲
間
同
士

二
被
頼
候
得
者
､

如
何
様
之
儀

二
而
も
内
々
打
明
シ
中
間
候
も
の
こ
御
座
候
由
､
是
者
其
道
々

之
立
前

二
而
如
何

こ
も
防
方
不
相
成
も
の
こ
御
座
候
由
､
左
候
得
者
此
度
青

森
之
千
吉
去
ル
廿
五
日
今
十
助
江内
訴

二
罷
上
り
候
由
､
随
而
表
向
者
格
別

内
通

二
而
大
概
之
儀
者
打
明
シ
可
申
哉
､
其
上
絶
体
之
頼
合
等
有
之
不
得
止

事
､
右
鍛
冶
盗
出
シ
乃
至
者
毒
薬
等
相
廻
シ
候
儀
取
巧
ミ
之
程
難
計
､
尤
千

吉
井
今
十
助

･
山
田
左
九
郎

二
而
者
右
体
之
儀
仕
間
敷
候
得
共
､
前
書
頼
合

之
処
よ
り
悪
者
共
之
有
家
中
間
候
処

こ
お
ゐ
て
者
金
銭
を
不
厭
悪
者
共
ヲ
以

毒
薬
等
相
廻
シ
候
様
取
巧
之
程
難
計
御
座
候
由
､
右
等
之
儀
者
他
国

二
而
多
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分
有
内
之
事

:
御
座
候
由
取
沙
汰
見
聞
仕
候
､
尤
先
頃
よ
り
既
七
人
之
間
者

此
辺
よ
り
入
込
候
儀
､
其
外
よ
り
も
数
多
入
込
候
哉
難
計
様
子
二
相
聞
得
候

由
見
聞
仕
候
御
事
､

7
､
弘
前
寅
教
寺
之
本
堂
前

二
御
絵
堂
と
申
堂
御
座
候
由
､
右
堂
守
伊
香
久
左

衛
門
取
世
話
仕
南
部
盛
岡

二
而
分
限
相
応
成
ル
町
家
隠
居

二
御
座
候
由
､
是

は親
族
之
者
共
よ
り
折
々
便
り
御
座
候
由
､
別
而
之
儀
も
無
御
座
候
由

二
御

座
候
得
共
､
此
節
柄
之
儀
入
込
之
間
者
止
宿
之
程
難
計
御
座
候
由
見
聞
仕
候

御
事
､

l
､
右
見
聞
之
趣
E
]月
廿
八
日
付
御
用
書
ヲ
以
御
家
老
中
江
相
連
中
候
御
車
､

右
之
趣
謹
而
奉
言
上
仕
侯
､
以
上
､

五
月
三
日

早
道
工

藤
千
蔵

(

印
)

右

同高

木
半
右
衛
門

(印
)

二

｢言
上
書
｣
の
内
容
に
関
し
て

｢言
上
書
｣
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
､

①
平
内
に
て
仙
台
出
生
の
鍛
冶
職
人
嘉
兵
衛
が
色
々
と
訴
え
出
る
こ
と
が
あ

り
､
弘
前

へ
連
れ
て
い
か
れ
た
｡
彼
に
よ
れ
ば
､
南
部
家
中
は
も
ち
ろ
ん
､

同
国
在
方
町
人
ま
で
も
が
弘
前
藩
主
を

｢悪
さ
ま
｣
に
申
し
触
れ
て
い
る
と

い
う
O
こ
の
嘉
兵
衛
い
う
こ
と
の
正
否
は
分
か
ら
な
い
が
､
密
々
専
ら
の
噂

で
は
あ
る
と
い
う

(四
月
二
四
日
付
で
家
老

へ
達
す
る
)0

②
南
部
五
戸
の
勘
助

･
兵
七
の
二
人
が
真
綿
売
り
を
偽
り
､
四
月
十
九
日
に
野

内
口
を
通
過
し
青
森
諏
訪
宮
社
司
方

へ
止
宿
す
る
｡
翌
日
よ
り
同
所
見
世
方

へ
真
綿
を
販
売
す
る
が
'
二
人
と
も

｢斤
量
之
目
｣
を
知
ら
ず
､
ま
た
､
棉

場
よ
り
下
値
で
売
買
す
る
こ
と
か
ら
商
人
た
ち
は
こ
れ
を
買
わ
な
い
｡

そ
こ

で
､
町
役
た
ち
が
見
聞
し
た
と
こ
ろ
'
二
人
は
真
綿
売
り
で
は
な
く
､
間
者

の
よ
う
で
あ
っ
た
O
ま
た
､
町
役
に
よ
れ
ば
､
四
月
二
二
日
に
弘
前

へ
行
っ

た
と
い
う
っ
こ
の
真
綿
売
り
は
､

一
人
は
南
部
八
戸
の
薄
層
で
'
も
う

一
人

は
南
部
家
中
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
｡
そ
の
後
二
人
は
弘
前

へ
向
か
っ
た

と
い
う

(四
月
二
四
日
付
で
家
老
に
達
す
る
)｡

③
四
月
二
四
日
､
仙
台
領
水
沢
の
武
次
右
衛
門

･
万
右
衛
門

･
嘉
七
の
三
人
が

野
内
口
を
通
過
し
､
青
森
の
自
明
千
吉
の
も
と
を
訪
ね
る
｡
千
吉
は
弘
前

へ

行
き
留
守
と
い
う
こ
と
に
し
て
彼
の
家
内
で
あ
る
米
町
若
狭
屋
要
右
衛
門

へ

止
宿
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
｡
し
か
し
､
こ
の
三
人
の
よ
う
す
が
不
審
で
あ
る

た
め
町
奉
行
所

へ
伝
え
町
役
が
内
々
に
見
聞
し
た
と
こ
ろ
､
武
次
右
衛
門
は

南
部
盛
岡
の
目
明
､
万
右
衛
門
は
南
部
家
中
で
喜
七
は
そ
の
家
来
で
あ
り
､

南
部
城
下
よ
り
や
っ
て
来
た
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
｡
ま
た
､
彼
ら
が

見
聞
の
町
役

へ
今
十
助

･
山
田
左
九
郎
が
弘
前
か
ら
来
て
は
い
な
い
か
な
ど

尋
ね
る
こ
と
な
ど
か
ら
間
者
で
は
な
い
か
と
疑
う
｡
弘
前

へ
向
か
う
よ
う
す

は

な

いが
､

さ
き
の
真
綿
売
り
の
よ
う
に
出
切
手
を
貰
い
な
が
ら
も
野
内

へ

向
か
わ
ず
に
弘
前

へ
向
か
う
か
､
青
森
に
止
宿
の

｢悪
者
｣
を
遣

っ
て
弘
前

の
よ
う
す
を
う
か
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
｡
さ
ら
に
は
'
弘
前
に
先
乗

り
し
て
い
る
者
に
指
示
し
て
弘
前
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
嘉
兵
衛
を

｢盗
取
｣

か
も
し
れ
な
い
と
の
評
判
で
あ
る
｡
な
お
､
真
綿
売
り
も
含
め
て
こ
れ
ら
は

皆
間
者
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
'
弘
前

へ
罷
上
り
今
十
助

へ
報
告
す
べ
き
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と
千
吉
よ
り
申
し
出
る

(四
月
二
四
日
付
で
家
老
に
達
す
る
)0

④
南
部
表
に
て
弘
前
藩
主

へ
敵
対
す
る
た
め
の
手
配
が
密
か
に
進
め
ら
れ
て
い

る
と
の
風
聞
が
あ
る
が
､
表
向
き
は
そ
の
よ
う
な
気
配
は
な
い
O
最
近
南
部

野
辺
地

へ
行

っ
た
青
森
の
問
屋
藤
林
源
右
衛
門
の
手
代
に
よ
れ
ば
､
こ
と
の

ほ
か
穏
や
か
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
､
馬
門
関
所
を
通
行
す
る
際

に
こ
れ
ま
で
は
津
軽
の
者
は
松
前
者
と
し
て
通
行
し
て
い
た
が
､
去
年
か
ら

盛
岡
よ
り
役
人
が
居
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
厳
し
く
な
り
､
以
来
青
森
者
と

し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
｡
ま
た
､
南
部
福
岡

へ
行

っ
た
米

町
の
弥
次
兵
衛
､
領
内
を
通
行
し
た
公
儀
役
人
の
家
来
の
話
に
よ
っ
て
も
南

部
表
は
何
の
変
わ
り
も
な
い
と
い
う
｡

⑤
四
月
二
六
日
'
南
部
よ
り
俳
譜
師
二
人
が
や
っ
て
き
て
青
森
に
逗
留
す
る
｡

二
人
は
同
所
の
俳
譜
の
者
た
ち
を
訪
ね
る
こ
と
も
な
く
弘
前

へ
向
か
お
う
と

す
る
よ
う
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
､
青
森
の
重
立

･
町
役
が
よ
う
す
を
う
か
が

っ
た
と
こ
ろ
､
南
部
の
侍
に
間
違
い
な
い
と
の
こ
と
｡
こ
れ
も
間
者
か
も
し

れ
な
い
の
で
､
弘
前

へ
連
れ
て
こ
ら
れ
た
嘉
兵
衛

へ
の
警
備
を
厳
重
に
し
た

方
が
よ
い
と
､
青
森
町
の
者
が
内
々
に
評
し
て
い
る
｡

⑥
青
森
の
目
明
千
吉
に
よ
れ
ば
､
仙
台
領
水
沢
の
武
次
右
衛
門
は
､
南
部
盛
岡

の
目
明
の

｢頭
分
｣
藤
田
武
右
衛
門
で
あ
る
と
の
こ
と
｡
し
か
も
､
彼
は
南

部
家
に
て
重
要
な
御
用
が
な
け
れ
ば
他
国

へ
出
る
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
｡

南
部
の
国
中
が
穏
や
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
､
嘉
兵
衛
が
弘
前

へ
連
れ
て
行
か

れ
た
こ
と
が
南
部
家
の
耳
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
､
こ
れ
ら
間
者
が
入
れ
込

ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
の
評
判
で
あ
る
｡
ま
た
､
南
部
の
目
明
が
青
森
に
や

っ
て
き
た
際
､
青
森
の
目
明
千
吉
､
弘
前
の
目
明
今
十
助

･
山
田
左
九
郎
を

訪
ね
､
そ
の
上
追
々
弘
前

へ
向
か
っ
て
い
る
｡
た
だ
し
､
今
十
助

･
山
田
左

九
郎
に
は
､
弘
前
の
家
中
で
は
な
く
隣
国
の
自
明
仲
間
で
あ
る
と
偽
る
よ
う

い
っ
て
あ
る
｡

⑦
目
明
仲
間
は
､
ど
こ
の
国
の
目
明
に
対
し
て
も
頼
ま
れ
れ
ば
い
か
な
る
こ
と

も
内
々
に
打
ち
明
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡

こ
れ
は
､
そ
の
道
の
建
前
と
な

っ
て
お
り
防
ぎ
よ
う
が
な
い
｡

し
た
が
っ
て
､
青
森
の
千
吉
が
二
五
日
に
今

十
助

へ
内
訴
に
行

っ
て
い
る
の
で
お
お
よ
そ
の
こ
と
は
打
ち
明
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
｡
千
吉
な
ど
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
､
嘉
兵
衛
の

｢盗
出
｣
も

し
く
は
毒
薬
な
ど
を
廻
す
こ
と
な
ど
の
計
略
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
｡
こ
れ

ま
で
七
人
の
間
者
が
入
れ
込
ん
で
い
る
が
､
こ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
者
が

入
っ
て
い
る
よ
う
に
も
聞
く
｡

⑧
弘
前
真
数
寺
本
堂
前
の
御
絵
堂
の
堂
守
が
世
話
を
し
て
い
る
南
部
盛
岡
で
相

応
の
分
限
の
町
屋
隠
居
の
も
と
に
､
南
部
よ
り
入
れ
込
ん
だ
間
者
た
ち
が
止

宿
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
聞
く
0

な
ど
と
､
仙
台
出
生
の
鍛
冶
嘉
兵
衛
の

一
件
を
は
じ
め
と
し
て
､
南
部
表
か
ら
間
者

と
思
し
き
者
た
ち
が
野
内
を
通
過
し
て
津
軽
領
内
に
盛
ん
に
入
れ
込
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
る
｡
し
か
も
､
彼
ら
に
よ
っ
て
嘉
兵
衛
の

｢盗
出
｣､
も
し
く
は
毒
薬
が
使

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
噂
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
青
森

･
弘
前
の
目
明
､
そ
し
て

南
部
の
目
明
の

｢頭
分
｣
が
自
分
の
姿
を
偽
り
､
｢目
明
仲
間
｣
と
い
う
ほ
か
の
者

で
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
諜
報
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
も

分
か
る
｡

(-)

嘉
兵
衛
が
出
訴
に
及
ん
だ
の
は
四
月
六
日
の
こ
と
で
あ
る
が
､
そ
の
後
､
四
月
二

二
日
に
野
内
町
奉
行
か
ら
､
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一
､
野
内
町
奉
行
申
出
候
､
御
関
所
近
来
格
別
往
来
繁
く
相
成
候

二
付
御
飾

二

御
弓
無
之
候
間
､
御
弓
御
飾
之
儀
申
出
之
十
張
早
速
御
飾
被
仰
付
旨
申
達
之
､

と
い
う
申
し
出
が
あ
り
､
こ
の
こ
ろ
野
内
を
往
来
す
る
者
が
非
常
に
多
か
っ
た
と
い

l･J;

う
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
真
綿
売
り
を
偽

っ
た
二
人
が
こ
こ
を
通
過
し
て
青
森
に
や

っ

て
き
た
の
は
､
ま
さ
に
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
｡

｢言
上
書
｣
は
五
月
三
目
付
で
､
四
月
二
五
日
こ
ろ
ま
で
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
o

L
か
し
､
こ
れ
以
降
も
南
部
か
ら
や
っ
て
く
る
者
は
お
さ
ま
ら
ず
､
五
月

1
八
日
に

は
南
部
福
岡
の
新
助
が
間
者
の
疑
い
が
か
け
ら
れ
､
町
同
心
付
添
の
上
野
内
関
所
よ

(3)

り
送
り
返
さ
れ
て
い
る
｡
町
同
心
が
付
き
添

っ
た
の
は
､
｢言
上
書
｣
に
み
え
る
真

綿
売
の
よ
う
に
､
出
切
手
を
受
け
な
が
ら
も
野
内
に
は
向
か
わ
ず
に
弘
前

へ
向
か
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
O

こ
う
し
た
者
た
ち
は
､
②
⑤
の
よ
う
に
真
綿
売
り
で
あ
っ
た
り
俳
譜
師
な
ど
と
そ

の
姿
を
偽

っ
て
津
軽
領
内
に
入
れ
込
ん
で
き
て
お
り
､
と
く
に
商
人
体
の
者
の
関
所

の
通
行
に
は
警
戒
し
た
よ
う
で
､

一
､
三
奉
行
申
出
候
､
先
頃
よ
り
弘
前
井
青
森
表
江南
部
者
色
々
外
名
目
二
而

御
関
所
罷
通
候
趣
相
聞
得
候
間
､
随
而
以
来
商
人
体

こ
い
た
し
疑
敷
も
の
罷

通
候
者
与
得
相
礼
､
御
関
所
口
よ
り
相
返
候
様
被
仰
付
度
奉
存
候
､
左
候
者

碇
ヶ
関

･
大
間
越

･
野
内
町
奉
行
江被
仰
付
候
様
､
申
出
之
通
申
付
之
､

(4)

と
い
う
よ
う
に
､
疑
わ
し
い
商
人
体
の
者
に
つ
い
て
は
､
取
り
調
べ
の
上
送
り
返
す

よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､
南
部
表
か
ら
は
生
国
を
偽
り
､
さ
ら
に
は
商

人
と
結
託
し
て
入
れ
込
む
者
さ
え
も
い
た
よ
う
で
あ
り
､
藩
庁
は
間
者
な
ど
見
馴
れ

(5)

な
い
者
に
つ
い
て
は
穿
輩
の
上
申
し
出
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
南
部
表
よ
り
姿
を
偽
り
津
軽
領
ま
で
入
れ
込
ん
で
く
る
の
に
は
ど

の
よ
う
な
理
由
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
と
く
に
､
｢言
上
書
｣
の
中
で
た
び
た
び

み
ら
れ
た

｢盗
出
｣
が
懸
念
さ
れ
た
仙
台
出
生
の
鍛
冶
嘉
兵
衛
に
つ
い
て
み
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
｡

三

仙
台
出
生
嘉
兵
衛
の
出
訴

本
史
料
の
冒
頭
に
出
て
く
る
嘉
兵
衛
は
､
周
知
の
よ
う
に
下
斗
米
秀
之
進
に
よ
る

弘
前
藩
主
襲
撃
未
遂
事
件

(相
馬
大
作
事
件
)
を
密
告
し
た
人
物
で
あ
る
｡
密
告
の

理
由
は
､

私
儀
南
部
出
生
御
座
候

ハ
1
御
好
シ
ミ
も
無
御
座
､
御
当
家
様
江御
注
進
可
申

上
筋

l左
皿;=御
座
候
得
共
､
仙
台
出
所

二
而
御
座
候
間
､
係
る
太
平
之
時
節
悪
を

去
り
善

二
付
者
人
間
之
本
意
と
奉
存
申
上
候
旨
申
事

二
御
座
候
､

(,ト)

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
｡
本
名
は
喜
七
と
い
う
が
､
南
部
を
憤
り
嘉
兵
衛
を
名
乗
っ

(7)

た
と
い
う
｡
彼
は
四
月
六
日
に
狩
場
沢
の
番
所
に
訴
え
出
て
､
狩
場
沢
な
ど
で
の
敬

り
調
べ
の
後
弘
前

へ
連
れ
て
行
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
弘
前
で
は
和
徳
町
の
三
国

屋
三
九
郎

へ
宿
を
申
し
付
け
ら
れ
る
が
､
三
国
屋
は
止
宿
の
者
が
多
く
､
嘉
兵
衛
が

lrl-I

見
覚
え
の
あ
る
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
嫌
い
宿
菅
を
願
い
出
て
い
る
｡
嘉

兵
衛
は
こ
れ
以
前
に
も
何
度
か
弘
前
に
出
入
り
し
て
い
た
か
､
も
し
く
は

｢言
上

書
｣
に
あ
る
よ
う
に
同
じ
く
南
部
表
よ
り
弘
前

へ
入
れ
込
ん
で
い
る
者
が
い
て
､
彼

ら
と
出
く
わ
す
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
そ
の
後
､
同
町
高
嶋
屋

半
十
郎

へ
宿
替
と
な
る
が
､
出
奔
の
お
そ
れ
な
ど
の
理
由
か
ら
女
性
が
入
れ
置
か
れ

(9)

て
い
る
揚
屋
の

一
間
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

嘉
兵
衛
の
言
に
よ
れ
ば
､
こ
の
計
画
は
､
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二

兄
弟
子
大
吉
儀
'
福
岡
下
斗
米
秀
之
進
之
細
工
致
し
'
同
人
屋
敷
之
内
汁

小
屋
懸
､
ホ
ド
相
立
鉄
鞭

･
鉄
扇
､
其
外
色
々
之
道
具
細
工
仕
罷
有
候
処
へ

去
秋
よ
り
鉢
之
筋
金
井
鉄
玉
之
類
弟
子

二
不
相
知
せ
密

二
出
来
侯
様
御
頼

二

付
'
怪
敷
思
侯
得
共
出
来
申
候
由
､
其
後
右
品
如
何
様
之
御
用
二
候
故
と
御

尋
申
侯
所
'
秀
之
進
別
間

二
被
呼
人
大
事
之
儀
を
相
頼
申
度
候
承
知
呉
候
様

被
仰
候
間
､
身
分
相
応
之
御
用
等
相
勤
可
申
旨
御
答
申
候
所
､
間
者
相
頼
申

度
侯

二
付
被
頼
呉
候
様
被
仰
候

二
付
'
何
御
用

二
両
御
座
候
故
と
申
侯
所
､

籾
津
軽
様
御
下
り
之
時
節
何
頃
に
候
殻
､
大
館
に
参
候
而
承
候
様
被
仰
候

二

付
へ
以
之
外
之
儀

二
奉
存
候
得
共
御
頼
承
知
侯
上

ハ
難
遁
'
大
吉
儀
承
知
之

上
右
間
者

二
大
館
は
罷
越
候
､
右
参
懸

二
私
住
所

二
大
吉
立
寄
密

ll申
候
者
'

此
度
奉
襲
津
軽
様
之
儀
者
､
去
年
御
逝
去
之
南
部
様
御
遺
言

二
者
此
度
之
柄

気
快
ク
候

ハ
1
少
将

二
も
可
相
成
哉
'
津
軽
家

二
両
も
侍
従
に
可
相
成
専
風

説

二
候
'
侍
従
之
跡

ハ
四
品
､
少
将
之
跡

ハ
侍
従

二
成
可
申
旨
､
右
等
之
倭

者
私
共
之
知
る
所

二
無
御
座
候
得
共
'
少
将

二
不
被
為
成
御
逝
去

二
付
'
右

之
儀
を
被
仰
置
候
儀

二
御
座
候
鼓
'
(以
下
略
)

と
い
う
よ
う
に
へ
秀
之
進
か
ら
間
者
と
し
て
弘
前
藩
主
に
対
す
る
諜
報
活
動
を
依
頼

t川)

さ
れ
た
兄
弟
子
の
大
吉
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
い
う
0
当
時
､
嘉
兵
衛
は
三
戸
に
居
り
'

一‖)

大
吉
と
相
談
の
上
今
回
の
出
訴
に
及
ん
だ
と
い
う
｡

一
方
'
嘉
兵
衛
と
秀
之
進
と
の

接
点
に
つ
い
て
は
へ
三
月
に
湯
治
に
こ
と
を
よ
せ
襲
撃
の
場
所
を
見
聞
に
大
館
に
来

て
い
た
秀
之
進

一
行
と
出
会

っ
て
い
る
が
､

其
節
私
も
大
館

二
居
り
合
御
同
人
者
兄
弟
子
之
縁

二
両
御
覚
申
候
間
'
御
逗

留
宿
｡
相
伺
候
処
懸
御
目
申
候
､

lL'.

あ
く
ま
で
兄
弟
子
と
の
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
｡

さ
て
へ
嘉
兵
衛
の
密
告
を
う
け
て
弘
前
藩
で
は
'
隠
密
を
遣
わ
し
て
調
査
を
さ
せ

･〓.

る
｡
左
に
隠
密
の
報
告
を
揚
げ
る
こ
と
に
し
た
い
O

仙
台
出
生
嘉
兵
衛
草
書
七
訴
出
候

二
付
､
隠
密
差
出
候
処
申
出
之
趣
左

ニ
､

二

南
部
福
岡
之
下
斗
米
秀
之
進

･
花
輪
之
関
良
助
井
帯
刀
之
者
弐
人
､
花
揺

之
市
兵
衛
外

二
福
岡
之
者
壱
人

･
南
部
小
坂
村
之
半
七
と
申
者
之
下
人
二
荷

を
背
負
せ
､
同
所
之
武
八
と
申
者
案
内

二
而
'
四
月
廿
三
日
明
六
ツ
時
頃
秩

田
領
雪
沢
村
之
久
太
郎
別
家
平
吉
と
申
者
方
l･i罷
越
､
乗
馬
雇
度
旨
額
合
之

由

二
候
処
､
前
書
八
人
之
者
共
紛
ら
敷
様
子

二
付
久
太
郎
方
は
平
吉
よ
り
為

知
候
付
罷
越
'
右
之
者
共
様
子
見
受
侯
処
'
市
兵
衛

･
武
八
両
入
着
見
知
之

者
之
由
へ
外
六
人
者
見
知
無
御
座
由
､
然
処
翌
廿
四
日
南
部
福
岡
之
定
七
と

申
者
秋
田
よ
り
帰
国
之
節
久
太
郎
方
江
立
寄
候

二
付
'
前
書
八
人
之
者
共
之

儀
地
合
度
侯
由
之
処
､
前
段
申
上
候
通
名
前

l
皇
1古
間
せ
候
由
､
随
而
段
々

見
聞
仕
侯
処
'
右
之
者
共

二
相
違
無
御
座
候
由
'
尤
荷
物
之
儀
者
傘
様
之
物

木
綿
袋
江
入
明
き
俵
止
入
候
由
'
右
品
之
儀
者
秀
之
進
所
持
之
鉄
胞

二
可
有
御

座
候
由
定
七
地
合
候
由
'

ソ
ケ

1
'
秀
之
進
井
良
助
､
其
外
之
者
共
大
明
神
村
と
申
所
よ
り
馬
相
雇
､
大

茂

内

村
迄
罷
越
候
由
､
尤
大
明
神
村
よ
り
参
候
馬
子
二
三
四
郎
と
申
者
井
次
左
衛

門
､
其
外
女
共
三
人
参
候
由
之
処
へ
前
書
八
人
之
者
共
途
中

二
而
次
左
衛
門

と
申
者

二
大
茂
内
村
よ
り
橋
桁
村
之
山
止
之
通
り
聞
合
'
同
所
よ
り
何
れ
も

歩
行

二
而
山
道
罷
通
候
由
之
処
､
大
茂
内
村
山
行
之
者
見
当
候
由
､
猶
又
明

き
俵
止
入
候
品
者
馬
子
之
者

二
手
を
付
さ
せ
不
申
､
前
書
八
人
之
者
共
計

二

而
取
扱
侯
由
二
付
'
弥
鉄
胞

二
相
違
有
御
座
間
鋪
由
､

(

貼
統
)

｢

大

明
神
村

･
大
茂
内
村

･
橋
桁
村
秋
田
御
領

二
而
'
橋
桁
村
者
大
館
と
症
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ケ
関
之
間

二
而
御
通
筋
よ
り
少
シ
脇

二
入
込
候
村
之
由
'

｣

ハタ
チ

一
㌧
前
書
八
人
之
者
共
秋
田
雪
沢
村
よ
り
中
派

江

通
､
尤
此
所
御
番
所
御
座
候

二
付
'
右
之
者
共
御
番
所
江
者
歌
舞
妓
役
者
之
旨
断
罷
通
侯
由
､
夫
よ
り
橋

桁
山
辺
迄
罷
越
候
裁
､
廿
三
日
夜
之
内
立
戻
り
中
派
番
所
√"者
断
不
申
､
間

道
罷
通
南
部
小
坂
村
迄
罷
帰
り
'
同
所
半
七
方
lj
l
宿
い
た
し
夫
よ
り
大
湯

と
申
所
-t

罷
越
候
由
､

1
､
右
宿
致
候
半
七
と
申
者
之
女
房
者
花
輪
之
市
兵
衛
女
房
と
姉
妹
之
由
､

二

秀
之
進

･
良
助
之
先
立
致
候
小
坂
村
之
武
八
と
申
者
雪
沢
村
之
久
太
郎
知

り
合
之
者

二
付
､
右
武
八
を
久
太
郎
手
を
以
引
入
可
申
と
色

々
趣
意
を
以
武

八
勝
手

二
相
成
候
儀
有
之
趣

二
而
久
太
郎
遣
シ
様
子
窺
せ
候
処
'
元
来
武
八

儀
者
欲
深
さ
者
故
金

二
成
る
事
之
様

二
中
人
候
処
､
暫
ク
致
分
別
候
得
共

一

端
秀
之
進
之
先
立
致
し
金
子
弐
歩
貰
候
而
決
而
他
言
不
致
候
様
被
頼
､
猶
又

小
坂
村
之
肝
煎
平
蔵
と
申
者
井
半
七
よ
り
も
堅
ク
ロ
留
致
置
候
様
子

二
而
､

候
者
'
其
元
秀
之
進

･
良
助
之
先
立

二
而
何
方
汀
参
候
哉
之
旨
相
尋
候
処
'

釈
迦
内
迄
参
候
と
申
､
又
津
軽
汀
秀
之
進

･
良
助
商
ひ
物
致
持
参
候

二
付
､

先
立

二
被
額
参
侯
共
申
候
由
､
然
者
自
分
先
立
致
し
､
猶
又
宿
致
し
候
半
七

井
肝
煎
平
蔵
よ
り
も
厳
敷

口
留
致
置
候
儀
故
､
久
太
郎
方
江
参
候
儀
万

一
後

日
相
顕
候
両
者
及
迷
惑
候
儀
を
相
考
候
様
子

二
相
見
得
申
候
､
尤
右
之
儀
者

武
八
口
堅
メ
被
致
候
を
同
所
之
久
左
衛
門
と
申
者
之
女
房
覚
居
候
而
久
太
郎

1:

晒
合
之
由
､

一
､
此
方
よ
り
差
出
候
隠
密
定
七

二
逢
様
子
相
尋
申
度
､
雪
沢
之
久
太
郎
手
筋

二

而
定
七
呼

二
遣
候
所
､
風
邪

二
而
参
不
申
'
尤
用
事
向
キ
致
推
慮
候
と
相
見
得

別
紙
返
書
参
申
候
､

態
々
御
状
被
下
難
有
拝
見
仕
候
､
愈
御
機
嫌
好
可
被
成
御
座
珍
重
之
儀

二
奉

存
候
､
小
子
無
事
罷
有
候
'
御
安
意
思
召
可
被
下
候
'
将
又
先
頃
者
久

々
二

而
懸
御
目
誠

二
難
有
仕
合
奉
存
候
'
御
手
廻
様
に
よ
ろ
し
く
御
礼
奉
頗
上
候
､

且
又
此
度
態
々
御
飛
脚
を
以
被
仰
下
､
早
速
同
道

二
而
参
上
仕
度
奉
存
候
得

共
､
先
達
而
道
中

二
而
引
風
い
た
し
､
未
夕
薬
用
仕
候
得
共
全
快
に
及
不
申

候
'
此
度
者
参
上
仕
兼
御
葎
多
奉
存
候
､
御
用
事
之
儀
者
何
か
相
分
不
申
候

∴∴
こ

得
共
'
若
哉
先
達
而
貴
公
様
御
宅

二
而
津
軽

一
見
之
御
地
合

二
御
座
候
か
と

拙
者
推
量
罷
有
候
'
其

一
儀

二
御
座
候

ハ
1
毛
間
内
領
小
坂
村
勝
助
子
共
御

尋
被
成
候
様
､
外

二
花
輪
町
市
兵
衛
と
申
者
と
右
両
人
道

々
案
内
者

二
御
座

候
'
此
者
御
尋
可
被
成
候
､
外

二
中
派
御
番
所

二
而
御
尋
可
被
成
候
'
先
達

而
貴
公
様
御
拙
合

二
者
福
岡
下
斗
米
秀
之
進

･
花
輪
町
関
良
助
､
外

二
下
人

参
候
由
之
御
拙

二
御
座
候
'
道

々
毛
間
内
通
り
風
聞

二
者
右
之
御
人
方

二
相

違
無
御
座
候
様
子

二
御
座
候
､
右
葉
御
報
申
上
候
､
如
斯
御
座
候
､
以
上
､

2 5

五
月
朔
日

定
七

工
藤
久
太
郎
様

向
々
隠
密
申
出
書
之
内

l
､
大
館
と
碇
ヶ
関
之
間
之
内
白
沢
と
橋
桁
と
村
合
挽

二
隔
候
間

二
東
方
樹
木

黒
ク
茂
り
山
之
体
奥
迄
人
形
相
見
得
不
申
場
所

二
付
､
此
所
若
も
喜
七
申
出

候
様
威
儀
共
出
来
候

ハ
1
乍
恐
随

一
御
太
事
之
場
所

二
奉
存
候
､

一
㌧
四
月
十
九
日
'
碇
ヶ
関
口
入
候
喜
助

･
七
兵
衛
と
申
者
両
人
之
内
､
七
兵

衛
と
申
者
者
侍
風
之
者
之
由
'
喜
助
と
申
者

ハ
南
部
福
岡
之
目
明
シ
'
定
七

と
申
者
弘
前
江為
見
聞
参
候
儀

こ
も
可
有
御
座
候
哉

二
相
聞
得
申
候
'



右
者
隠
密
よ
り
申
出
候
荒
増

二
御
座
候
､
以
上
､

五
月

こ
の
と
き
､
隠
密
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
｡
し
か
し
､

弘
前
藩
で
は
嘉
兵
衛
の
出
訴
を
受
け
た
後
'
四
月
二
二
日
に
諸
目
付

･
早
道

･
目
明

な
ど
を
大
勢
仰
せ
付
け
'
碇
ヶ
関
折
橋
辺
り
の
山
中
に
小
屋
を
掛
け
さ
せ
て
早
道

･

(‖)

両
目
付

･
マ
タ
ギ
の
者
十
人
に
見
張
り
を
さ
せ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
察
す
る
に
'

こ
の
隠
密
も
早
道

･
目
明
と
い
っ
た
よ
う
な
者
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
隠
密

は
､
雪
沢
村
の
久
太
郎
を
通
じ
て
南
部
福
岡
の
定
七

へ
の
面
会
を
試
み
て
い
る
｡
こ

の
面
会
が

｢言
上
書
｣
に
い
う

｢目
明
仲
間
｣
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
､
こ
の
定
七
も
目
明
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
｡
同
様
に
､
定

七
が
秋
田
か
ら
の
帰
国
の
際
に
訪
ね
た
久
太
郎
も
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
者
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
久
太
郎
は
秀
之
進

一
行
の
中
で
も
市
兵
衛
と

小
坂
村
の
武
八
を
知

っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
｡
市
兵
衛
は
花
輪
の
商
人
伊
勢
屋
市
兵

I.i:I

衛
で
'
秀
之
遅
ら
の
案
内
役
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
｡
市
兵
衛
の
よ
う
な
商
人
の
存

在
は
､
さ
き
に
も
み
た
よ
う
に
'
間
者
が
関
所
を
通
行
す
る
際
に
商
人
と
結
託
し
て

入
れ
込
む
場
合
が
あ

っ
た
よ
う
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
｡

で
い
る
こ
と
'
し
か
も
､
｢目
明
仲
間
｣
と
い
う
領
域
を
越
え
た
彼
ら
独
自
の
情
報

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
端
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
た
｡

藩
当
局
は
､
こ
う
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を

｢是
者
其
道

々
之
立
前

二
而
如

何

こ
も
防
方
不
相
成
も
の
こ
御
座
候
由
｣
と
し
な
が
ら
も
､

一
方
で
は
､
彼
ら
の
仲

間
で
あ
る
目
明
と
思
わ
れ
る
者
を
隠
密
と
し
て
派
遣
し
､
そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
刺

用
し
て
情
報
収
集
活
動
を
行

っ
て
い
る
｡

目
明

･
早
道
と
い
っ
た
者
た
ち
の
活
動
は
'
と
く
に
藩
政
史
料
で
は
､
彼
ら
の
活

(16)

動
が
秘
密
を
前
提
と
す
る
こ
と
か
ら
残
り
に
く
い
と
い
わ
れ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､

こ
れ
ら
の
史
料
は
､
こ
う
し
た
者
た
ち
に
よ
る
諜
報
活
動
に
よ

っ
て
情
報
が
も
た
ら

(I;)

さ
れ
た
よ
う
に
､
様
々
な
歴
史
的
活
動
を
背
景
と
し
て
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
し

た
が

っ
て
､
こ
う
し
た
目
明
な
ど
の
活
動
を
丹
念
に
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
の
で
あ
れ
ば
､
そ
れ
は
現
在
残
さ
れ
て
い
る
藩
政
史
料
の
理
解
を
さ
ら
に
豊
か

な
も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
｡

26

む
す
ぴ
に
か
え
て

｢言
上
書
｣
は
､
嘉
兵
衛
の
出
訴
に
よ

っ
て
弘
前
藩
主
の
襲
撃
計
画
が
発
覚
し
た

こ
と
に
よ
り
､
早
道
を
通
じ
て
不
審
者
の
通
行
を
調
べ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ

に
よ
り
'
間
者
と
思
し
き
者
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
身
を
偽
り
領
内
に
入
れ
込
ん

註
(
-
)
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書

｢弘
前
藩
庁
日
記

(御
国
日
記
)
｣
(以
下
､

｢国
日
記
｣
と
す
る
)
文
政
四
年
四
月
十
日
条
｡

(
2
)
｢国
日
記
｣
文
政
四
年
四
月
二
二
日
条
｡

(
3
)
｢国
日
記
｣
文
政
四
年
五
月
十
八
日
条
｡

(
4
)
｢国
日
記
｣
文
政
四
年
五
月
三
〇
日
条
｡

(
5
)
｢国
日
記
｣
文
政
四
年
六
月
二
九
日
条
｡

(
6
)
｢仙
台
出
生
嘉
兵
衛
事
喜
七
出
訴
二
付
及
御
詮
議
候
大
旨
｣
(史
料
館
蔵
津
軽
家
文

書
)

(7
)
同
右
｡



(8
)
｢国
日
記
｣
文
政
四
年
四
月
十
七
日
条
｡

(9
)
同
右
｡

(10
)
註

(6
)
に
同
じ
｡

(11
)
｢秀
之
進

･
良
助
井
大
吉

･
嘉
兵
衛
等
町
奉
行
吟
味
回
答
覚
写
｣
(史
料
館
蔵
津
軽

家
文
書
)

な
お
､
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
､
二
人
が
相
談
し
た
の
は
四
月
二
日
で
あ
る
と
い
う
｡

(
12
)
註

(6
)
に
同
じ
｡

(13
)
同
右
｡

(
14
)
『新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
3

(近
世
2
)
九
八
号
文
書
､
二
〇
〇
〇
年
｡

(
15
)
註

(6
)
に
同
じ
｡

(
16
)
長
谷
川
成

一

｢藩
政
史
料
に
お
け
る
文
書
と
記
録
｣
(『
日
本
歴
史
』
四
六
〇
､

一

九
八
六
年
)｡

(
17
)
同
右
｡

(く
ど
う

･
だ
い
す
け

青
森
市
史
編
さ
ん
室
嘱
託
員
)
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